
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆背景として 

グローバル化、ボーダレス化により海外に製品が出荷されます。 

直接海外に製品を輸出している場合はもちろんですが、注意が必要なのは、

出荷している先は国内の取引先ですが、その製品を部品として組み込んだ

他の製品として海外へ出荷される事が多くなった点です。 

 

◆実例 

・自動車のエアバッグの事故、対応した自動車メーカーは部品会社へ求償。 

・大手工作機械メーカーが、納入業者に海外 PL 保険を加入依頼 

（保険金額５億円） 

海外リスク対策の必要性の背景

◆直接または間接的に、製品やサービスが海外へ！ 

・海外へ流れる製品が多くなったが、その対応は？ 

・取引契約時に E&O 保険の付保を求められる事が増えてきた。 

・海外に子会社があるが、その補償は？ 

・海外で提訴されたり、海外で起きた事故でメーカー等から求償された 

場合の対策は？ 

・海外は訴訟費用が高額？ 北米の懲罰賠償対応は？ 


